
 

６．男女共同参画について  07.5 
 男女雇用均等をはじめ子育て等、男女共同参画について、議

論が花盛りである。私は、これを男性側の問題、教育の問題と

して位置付け主張したくなったので、筆をとることにした。 

 

 女性が社会にて差別待遇、賃金格差などの問題に加えて少子

化問題など、将来を憂う問題が山済みである。これは何も女性

の問題ではなく男性側の問題でもある。その意味で男女共同参

画として、この種の問題にアプローチしたい。 

  男女参画について、就労における格差、賃金格差、待遇格差

など、働く環境に大いに改善を求め実行に移し、そのための政

策や指導が必要であるのはいうまでもない。 

私はこうしたアプローチは他の方にお任せして、この種の問

題を「要は社会の信頼関係を如何に築いていくのか」と捉えて、

健全な人間性醸成のためのものとして子供次元も取り込んで長

期的に検討すべしと思っている。もちろん、これは子育て問題

そのものではなく、大人の世界だけに限定するのではなく、子

供と大人を交えたアプローチしたいというものである。理由は、

家庭における男女参画が子供に良い影響を与えるし、またそう

した環境下で育つ子供は将来の男女参画をもっともっと充実し

て実践する担い手となっていくからである。こうした観点で、

以下に具体的な問題について、「教育」と「家庭」をキーワード

に論じたい。 

 

 （１）．男女参画で大事な側面となるものは、人づくり、家づ

くり、地域づくりである。家族が大事、地域が大事といわれて

いるものの、ご近所コミユニテイ、地域コミユニテイなどにお

いて男女参画がいまひとつである。よりよい人間関係を育むた

めにも、男女参画社会のベースとして、この種の検討をしたい

ものである。 

  

（２）．子供が将来どんな視点を持てばいいのか。やはり、健全

な大人の背中をみさせていきたい。親がもっともっと子供に関

心をもつようにしたい。また子供の感性を育むように、男女で

参画していくべきである。私はこれまで、ちびっ子を対象とし

て造形教室を行ってきた。これは、一見、男女参画問題とは関

係ないようにとられるが、実はそうではなく、子供の感性の育

成には(男女の)大人とともにかかわっていくべきものである。 

 

 （３）．初等中等教育において、どう男女参画問題をより身近

なものとして教えていくのか。その意味で、家庭の営みや社会

の構成といったものの教育はこれまで以上にして欲しいもので

ある。しかし現実には、受験優先のために、人間的な営みにか

かわる問題の扱いはまだまだ不十分といえる。そこで、教育に

携わる私にとっても、初等中等教育のゴールには「健全な大人」

の育成といった当たり前のことを想定して、これからも教育に

当たっていきたいものである。 

 

 （４）．男女参画についてあまり立ち入りがたい問題は、どこ

までが完全に男女平等であり、どこまでが差違であってもいい

のかといったことである。特にこの 問題は、人格尊重とあいま

って家庭や教育での根源にもなりうると考えているので、検討

は避けて通れないと思っている。  

 

PS： 余談：  男女参画で女性のがんばりを期待する論調が

多い。女性が職業人として働き家庭を守っているなど報道で取

り上げられることがあるが、がんばらなくてはならないのは男

性の方ではないかと思う。男性は制度的なことを隠れ蓑として

いるわけではないものの、女性にのみ努力をいうのは根本的解

決にあらず、である。そんな視点で社会の世論形成をしていき

たいものである。 


